
(1) 11月上旬号 大村市政だより

前月比

(+ 49) 

(+ 2) 司、、. 

(十 47)

( + 21) 

転入 328 

転出 309 

。16号〉 昭和42年11月1日
震盤監E塞翠
( 9月末日現在)

口
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世帯数 13，512 

出生 63 
死亡 33 
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スポーツの 秋

10月10日は体育の目。秋の空はすみきって

スポーツを楽しむには絶好のシーズンです。

市内では、 10日に市民こぞって参加する市

民球技大会、あるこう会、社会体育功労者の

表彰、 15日には、全市の小学生、中学生に幼

稚園児も加わって盛大な学校体育祭があり 2

年後の長崎国体開会式を飾る幼稚園部のマス

ゲームの発表もありました。

この秋に、全市民こぞって体をきたえ、明

るい大村市をつくりましょう。 写真(丸)=小学生3年と4年生のマスゲーム9日本M

‘10日の午前8時、 大村市長を先

頭に大村市章のはいったはちまき

をしめた 。歩こう会H の会員約

350名が三城小学校を出発し、市

民球技大会に参加しました。

写真=大村公園をあるく会員.

砂ソフト ボーノレは、市内各地区代表とし

て10チームが参加し、西大村地区代表の

松並7t'1と松並矛2チームが優勝戦を行な

い、松並方2チームが優勝しました。

タ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

カ

‘パレーボールは女子で編

成された9チームが参加し

熱戦の末福重チームが擾勝

しまし7こ。

O 

ハこ
戸一
令
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

， 
〆

O 
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昭和42年11月1日

ソ長
フ竺
ト兵

銃 11

大剣
村道
市、

(2) 

第
初
回
県
民
体
育
大
会
が

十
一
月
四
日
と
五
日
の
二
日

間
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
も

昨
年
に
引
継
き
、
国
体
方
式

(
会
場
が
主
に
国
体
開
催
地

と
な
る
)
を
採
用
し
、
開
会

式
は
今
年
の
主
会
場
で
あ
る

長
崎
市
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
村
市
の
選
手
団
は
、
深

引
揚
者
特
別
交
付
金

フ
グ
ビ

l

で

開

催

堀
団
長
以
下
三
百
十
七
名
で

す。
大
村
市
で
は
つ
ぎ
の
競
技

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

マ
場
所

市
営
球
場

補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド

西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

H
H
請
求
受
付
を
は
じ
め
ま
し
た

l

外
地
よ
り
引
揚
げ
た
か
た

に
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
つ
い
て
の
〈
わ

し
い
こ
と
は
、

十
月
二
十
日

号
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
乙
と

は
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

マ
請
求
受
付

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
請
求
を
つ
ぎ
の
と

お
り
、
福
祉
事
務
所
で
受
付

け
ま
す
o

A
請
求
に
特
に
必
要
と
す
る

も
の

一は
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
有

し
た
期
間
並
び
に
引
揚
年

月
日
な
ど
の
う
ら
ず
け
と

な
る
物
的
資
料
.

②
印
か
ん

③
二
人
以
上
の
分
を
一
括
し

請
求
す
る
場
合
は
特
別
交

付
金
受
給
権
譲
渡
書
(
用

紙
は
福
祉
事
務
所
及
び
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。)

日
月

4
日
、
5
日

午
前
日
時
よ
り

マ
参
加
チ

l
ム

一
般
男
子
四
チ

1
ム

教
職
員

8
テ
l
ム

マ
日
時

一フ

ゲ

ビ
園
芸
高
等
学
校

日
月
4
日

午
後

1
時
よ
り

日
月

5
日

午
前

9
時
よ
り

マ
参
加
チ

l
ム

6
チ
l
ム

マ
場
所

マ
日
時

匂
請
求
書
の
戸
籍
住
民
票
の

謄
本
ま
た
は
抄
本

【
受
付
日
程
】

日
月

9
日

三

浦
全
町
内

日
月
7
日
鈴
回
全
町
内

日
月
8
日

萱

瀬

全

町
内

日
月
9
日

福

童

会
町
けれ

日
月
刊
日
松
原
全
町
内

日

月

玲

日

堺

町

原

い
住

宅

大

川

田

町

原

口

町

日
月
川
一
日
竹
松
本
町
鬼

橋

町

竹

松

町

日
月

五

日

竹

松

往

宅

小

路
口
住
宅
上
小
路
口
町

下
小
路
口
町

※
他
の
地
匿
は
次
号
で
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

，
 la ‘
 ，
 

、
4 

銃

道

食1]西
中
体
育
舘

日
月
5
日

午
前
9
時
よ
り

マ
参
加
チ

l
ム

刊

チ

l
ム

マ
場
所

マ
日
時

XI 

み
な
さ
ん
へ
の
お
し
ら
せ
は

す
べ
て
市
政
だ
よ
り
で
す

は
や
く
、
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う

忌
明
に
寄
付

市
内
抗
出
津
郷
の
藤
崎
マ

ツ
さ
ん
は
亡
夫
種
夫
さ
ん
の

動

橋

の

自

等

も

J

忌
明
に
、
市
内
久
原
郷
の
楠

旭

引

允

ノ

ル

脚

本

一

ノ

ミ

ヱ

さ

ん

は

亡

夫

甚
則

h
h

酌

怖

い

↓

川

、
台
、
ん
の
忌
明
に
、
市
内
乾
馬

あ

叫

れ

ト
メ
約
場
郎
の
今
里
千
美
さ
ん
は
亡

倍

由

生

μ

ω

=

j

-

自

て

。

日

=
費
母
マ
ン
さ
ん
の
忌
明
に
そ
れ

拘

も

し

す

=
さ
工

り

車

と

で

巾

長

絵

ぞ

れ

金

一

封
を
社
会
福
祉
事

業
資
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た

学
校
に
寄
付

市
内
中
央
町
の
森
定
子
さ

ん
は
亡
夫
辰
雄
さ
ん
(
元
教

育
委
員
会
庶
務
課
長
)
の
忌

明
に
あ
た
り
西
大
村
中
学
校

と
中
央
小
学
校
の
教
育
振
興

の
た
め
金
一
封
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

完成

でしたが空襲などで痛み

がひどくあぶなくなりま

したのでち市の単独事業

として 2カ年計画で作ら

れ橋の巾も従来のものよ

ぱ lこーコ
竹松の鬼橋が、 9月末日

にりっぱにできあがりま

した。かけかえ前の鬼橋

は昭和8年に作られたも

ので、鉄筋コンクリート

鬼橋り

【
訂
正
】
刊
月
初
日
号
市
政
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
料
金

の
う
ち
「
九
才
以
上
H
百
円
」
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
「
十
五

才
以
上
H
百
円
」
で
し
と
。

τ/ 
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〆ず

中

小

企

業

へ

の

年

末

融

資

(3) 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
銀

行
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら

思
う
よ
う
に
借
入
が
で
き
な

い
中
小
企
業
者
に
事
業
資
金

を
融
資
し
て
い
ま
す
。
年
末

に
は
借
入
申
込
み
も
ふ
え
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
金
額
最
高
三
百
万

円
マ
貸
付
刺
率
年
八
分
二
厘

(
日
歩
二
銭
二
厘
四
毛
)

V
貸
付
期
間

運
転
資
金

l
五
年
以
内

備
設
資
金

l
七
年
以
内

マ
返
済
方
法
月
賦
ま
た
は

一

り

は

に

5

ゲ

お

方

で

o
F

辺

と

る

ま

い

白

申

の

れ

日

さ

司

の

ぎ

き

切

だ

と

会

つ

望

月

〈

日

奥

を

希

日

み

1

一

日

会

を

て

込

月

舘

町

換

加

え

申

1
会

県

交

参

添

に

年

民

毛

刺

。

を

課

羽

市

の

名

す

干

務

和

村

年

ゆ

ま

州

総

昭

大

折

例

レ

3
庁

寸

恒

な

費

役

時

所

一

行

会

市

目

場

一
時
払

マ
保
証
人
一
名
以
上

こ
の
ほ
か
年
末
短
期
貸
付
資

金
も
取
扱
い
ま
す
の
で
〈
わ

し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観
光

課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

企

業

対

策

の

講

演

会

中
小
企
業
対
策
と
し
て
、

協
業
化
、
連
鎖
化
が
盛
ん
に

さ
け
ば
れ
て
い
る
お
り
か
ら

本
市
で
は
、
日
本
商
工
会
議

所
派
遣
の
講
師
に
よ
る
講
演

会
を
次
の
と
お
り
開

t
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
数

ご
来
聴
く
ピ
き
い
。

マ
日
時
十
一
月
七
日

午
後
一
時
よ
り

ゾ

¥' 

日程 !場所 時 間 |十

8日 竹松出張所 9.30 -15. 30 一
13日 l 三浦診療所 9.30 -12.00 月

14日 鈴田出張所 自剖 ν1200 2 子
15日 ;萱瀬出張所 9.30"'12.0。
20日 松原出張所 9. 30 ~ 12.00 

岳検開手会' 
21日 |福重出張所 仏30'"12. 00 

マ
場
所
大
村
商
工
会
議
所

マ
講
師
久
我
能
率
経
営
研

究
所
長
久
我
進
氏

マ
演
題
小
売
商
自
の
協
業

化
、
チ
ェ
ー
ン
化
に
つ
い

て

計量器の定期検査

お

い

〈

と

て

て

の

い

け

次

用

う

を

に

を

査

引

査

検

取

検

所

所

所

口

所

所

所

所

所

所

所

期

の

〈

張

一

長

若

干

張

張

す

張

張

定

売

な

仕

司

有

器

商

れ

出

出

村

能

役

出

出

糊

出

出

役

目

里

。

も

重

原

た

会

松

瀬

萱

浦

田

計

す

、

y
民

協

の

ま

は

福

松

西

市

市

竹

萱

農
三
鈴
市

度

い

器

。

コ
叶
J
間
同
副
則
則
則
同
副
同
町
|且

年

な

量

い

期

一

日

7

9
四
日
目
日
目
白
羽
目

本

行

計

さ

施

一

H
U

日

り

る

r
実
一

1

8

間

13.00~16.0。

10.00-16.00 
10.00-16.00 
10.00-16.00 
10.00-16.0。
10.00-16.00 
10.30-12.00 
13.30-16.00 
10.00"'12.00 
10.00-12.00 
10.00-16.00 

時所場施実

，・."
d 

新
し
い
選
管
委
員

任
期
満
了
に
と
も
な
い
十

月
二
十
一
日
次
の
と
お
り
新

た
な
選
挙
管
理
委
員
が
き
ま

り
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
四
年
で
す
。

委
員
長
福
田
伊
五
郎

委

員

中

村

伊

佐

市

グ

松

尾

武
福
島
一
民
一

ノゲ

ご
み
容
器
の
実
態
調
査

ご
み
収
集
業
務
を
円
滑
に

行
な
う
た
め
、
各
世
帯
で
使

用
し
て
い
る
と
み
容
器
の
実

態
を
次
の
要
領
で
調
査
し
て

い
ま
す
の
で
、
巡
回
調
査
員

に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
調
査
期
間

四
月
刊
ω
日
か
ら
一
カ
月
間

V
調
査
す
る
事
項

①
ご
み
容
器
の
調
査

と
み
容
器
の
種
類
、
大

き
さ
及
び
と
み
箱
の
破
損

状
況
、
破
損
し
て
い
る
も

の
ま
た
は
破
損
し
や
す
い

も
の
に
は
修
理
や
取
り
替

え
を
調
査
員
が
指
示
し
ま

す
の
で
そ
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い

②
無
届
け
の
ご
み
容
器

ママの立ぱなし

子供にも気をつけなければ……

の
調
査
市
に
容
器
設
置
届
が
出
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
調
査
員
が
そ
の
場
で
届

け
書
を
受
理
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
済
の
ご
み
容

器
に
調
査
済
証
を
貼
付
し
ま

す。県
産
業
開
発
青
年
隊
員

を
募
集

こ
の
開
発
青
年
隊
は
、
将

来
主
と
し
て
県
内
の
建
設
事

業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
青

年
に
、
建
設
技
術
を
習
得
さ

せ
、
現
場
第
一
線
に
お
け
る

中
堅
技
術
者
を
育
成
し
て
明

日
の
長
崎
県
建
設
の
原
動
力

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
〈
わ
し
い
こ

と
は
市
の
土
木
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
期
限
十
一
月
三
十

日
ま
で

マ
募
集
人
員
三
十
名

マ
応
募
資
格

包
長
崎
県
出
身
で
将
来
主
と

し
て
長
崎
県
の
建
設
事
業
に

従
事
し
よ
う
と
す
る
十
八
才

か
ら
二
十
三
才
ま
で
の
独
身

男
子
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
者
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無理な追越しは

事故のもとです

あめ -
りに 無 &
ま 死理 IÆ~弘
す亡な 111.現£島、
のし追 IIP -'1 
で?こ越 L
紹 事し
介故を
し事し
ま例た
すがに

昨
年
の
三
月
二
十
六
日
の

土
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
ご

ろ
勤
務
を
終
え
た
甲
は
自
動

二
輪
車
(
旧
二
種
原
付
バ
イ

ク
)
を
運
転
し
て
大
村
か
ら

諌
早
の
自
宅
に
向
う
た
め
、

鈴
臼
峠
に
さ
し
か
か
っ
た
。

こ
の
時
、

型
貨
、旬
、ヰ
が
真
近
に
追
っ
て

い
た
の
に
無
謀
に
も
前
方
の

大
型
貨
車
を
追
越
そ
う
と
し

て
中
央
線
を
越
え
対
進
車
の

進
路
内
に
侵
入
し
た
た
め
、

対
進
車
の
右
側
面
部
に
接
触

右
後
輪
に
ま
き
込
ま
れ
て
即

死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

×
 

こ
の
よ
う
な
追
越
し
に
は

次
の
よ
う
な
い
〈
つ
も
の
危

険
が
と
も
な
い
ま
す
。

①
前
車
に
対
し
車
間
距
離
以

内
に
接
近
す
る
こ
と

る
そ
こ
で
追
越
し
の
た
め
の

進
路
変
更
を
す
る
乙
と

③
中
央
線
を
越
え
て
対
進
車

の
進
路
内
に
侵
入
す
る
こ
と

④
前
車
と
一
時
並
進
を
続
け

る
こ
と

× 

⑤
元
の
車
線
に
も
ど
る
た
め

の
進
路
変
更
を
す
る
乙
と

⑥
追
越
に
着
手
し
た
時
、
一

時
左
前
方
の
視
界
が
前
車
に

よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

し
か
も
こ
れ
ら
の
危
険
状
態

が
高
速
運
転
中
に
起
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
一
つ
の
流
れ

に
の
っ
て
走
っ
て
い
る
車
が

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
危
険

ま
で
お
か
し
て
追
越
し
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
十
分
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
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越
晶
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軍
国
腸
険
醐
臨
蹴

込
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一

駐

日

つ

と

め

る

よ

う

に

な

っ

た
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語

翻

三

夜

盟

警

亡

、

芳

明

開

始

可

凶

器

j
j
f
J
K
J匂
昭

和

三

十

八

年

に

は

産

炭

…

J

ゴ
3
V盟
臨
v

ん

、

:

?

i

地
の
振
興
の
た
め
、
県
北
柑

一同

ぺ

機

騒

騒

醤

竹

実
技
者
を
養
成
し
産
業
発
展
橘
指
導
園
を
設
置
し
、
ま
た

L
S
L鍛
蝋
隣
組
醤

~
県
総
合
農
林
セ
ン
タ
ー

齢
，
和
趨
繍
明
開
態
醸
蝉

h
l
=

日

に
寄
与
す
る
た
め
、
昭
和
二
昭
和
四
十
二
年
四
月
長
崎
県
翻
麟
鶏

J
V欄
酬
灘
醐
欝

ザ
果
封

5

舗
響
額

JJJ~'w遡
麗

ん

J
1
2
E

十
七
年
八
月
建
設
に
着
手
し
立
農
業
学
校
の
発
足
に
よ
り
舗
際
機
議
際
バ
ペ
幽
圏
J

長
崎
県
総
合
農
林
セ
ン
タ
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、

果
樹
学
科
、
実
科
の
二
科
を

偽
醐
瀦
関
脳
舗
醸

d
J幽
掴
い

議
乙
E
E
E
J
J一一汗
舗醐
J

~

!
果
樹
部
は
、
長
崎
県
の
温
長
崎
県
農
業
試
験
場
大
村
園
お
い
て
お
り
、
実
科
の
う
ち
輪
鱒
必
醐
掴
圃
開
i
一一一
総轄
J

…
暖
な
気
候
と
複
雑
な
地
形
、
芸
分
場
と
し
て
発
足
し
た
。

果
樹

コ
l
ス
で
は
従
来
行
な

除
鞘
藤
毅
繍
繍
機
勝
一
-
一
灘
v

雌
醐
盟
欝
騒
欝
議
鶴
一

一離

~

川
土
質
を
活
用
し
て
、
果
樹
、

-昭
和
三
十
六
年
七
月
長
崎
っ

て
い
た
中

学

卒

の

自

営

者

離

繍

J

懇
鴇
誠

一
f

一
そ
菜
、
花
井
な
ど
の
園
芸
作
県
総
合
農
林
セ
ン
タ
ー
の
新
養
成
も
含
め
て
行
な
っ
て
い
鱗
翻
鞠
鱗
燃

畿

二

J
山
V

5
2売
し

、

農

家

経

済

設

に

と

っ

て

農

林

セ

ン

;

。

麟

翻

機

関

¥JJJ叩

ヤ
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
試

l
果
樹
部
と
な
り
九
か
ん
き
果
樹
部
長

1
村
松
久
雄
氏
鵬
醗
麟
瞬
ぐ
ヶ
一
勝
組
欝
品
開

ヤ
験
研
究
お
よ
び
調
査
を
行
な
つ
、
び
わ
に
関
す
る
試

験

研

職

員
数
i
二

十

四

名

錨

翻

欄

鶴

一
一f
縦
畿
瀦

ん
う
と
と
も
に
園
芸
技
術
者
、

究
、
果
樹
技
術
者
の
養
成
に
学
生
数

1
六
十
二
名

ゾ

ー/主

松永内

後藤産

f空巨3ヲ
日曜当番医 (11月中〉

5日岩崎眼科琴屠内

科橋口内科海浜内科

12日 海江田耳鼻咽喉科

松尾外科沢田内科毛

利内科

19日近藤内科

科田川小児科

婦人科

26目寺井内科野口内

科中島外科原内科

ブ
ロ
ッ
ク
は

検
査
済
の
も
の
を

家
つ
〈
り
か
ら
庭
先
の
垣

根
に
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
は

検
査
合
格
証
紙
が
は

っ
て
な

い
と
売
買
で
き
ま
せ
ん
。

長
崎
県
で
は
、
委
任
を
う

け
た
県

コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
組
合
が
検
査
を
し
て
い

ま
す
。
合
格
し
た
も
の
に
は

「
検
査
合
格
証
紙
」が
は
っ
て

あ
り
、

A
種
、

B
種
、
C
種

税
務
署
だ
よ
り

V
H
月
1
日
か
ら
日
日
ま
で

の
叩
日
間
は

「
納
税
者
の
声

を
聞
〈
旬
間
」
で
す
。
こ
れ

は
広
〈
納
税
者
の
方
々
か
ら

意
見
を
聞
き
、
税
務
行
政
の

施
策
や
運
営
面
に
反
映
さ
せ

4 

の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
県
内

で
生
産
さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん

ど
C
種
と
な
っ
て
お
り
、
異

形
ブ
ロ

ッ
ク
(
飾
り
用
な
ど
)

は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
の
お
年
玉

っ
き
年
賀
は
が
き
が
十

一
月

十

一
日
か
ら
郵
便
局
と
郵
便

切
手
類
売
さ
ば
き
所
で
売
り

出
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
買
い

求
め
ま
し
ょ
う
。

ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
c

V
毎
月
、

5
日
目
日
お
日
は

税
の
相
談
日
で
す
。
気
軽
に

と
相
談
〈
だ
さ
い
c

V
申
告
所
得
税
第

2
期
分
の

納
期
は
日
月
初
日
。

V
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請

は
日
月
日
日
ま
で
。


